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霞ヶ浦(湖心表層)の植物プランクトンの季節変動

2008年以降の表層植物プランクトンの組成
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霞ヶ浦における糸状藍藻(ユレモ目)
Planktothrix sp. (Oscillatoria sp.)

プランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックス sp.

フォルミディウムフォルミディウムフォルミディウムフォルミディウム科科科科：：：：4属属属属，，，，5種種種種

Phormidium willei

フォルミディウムフォルミディウムフォルミディウムフォルミディウム ウィレイウィレイウィレイウィレイ

Planktothrix agardhii

プランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックス アーガレヒーアーガレヒーアーガレヒーアーガレヒー

Planktothrix suspensa

プランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックスプランクトスリックス サスペンササスペンササスペンササスペンサ

Planktothricoides raciborskii

プランクトトリコイデスプランクトトリコイデスプランクトトリコイデスプランクトトリコイデス
ラシボルスキーラシボルスキーラシボルスキーラシボルスキー

Arthrospira maxima

オーロスピラオーロスピラオーロスピラオーロスピラ マキシママキシママキシママキシマ



Phormidium tenue

フォリミディウムフォリミディウムフォリミディウムフォリミディウム テヌエテヌエテヌエテヌエ

霞ヶ浦における糸状藍藻(ユレモ目)

プセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナ科科科科：：：：5属属属属，，，，10種種種種

Pseudanabaena limnetica

プセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナ
リムネティカリムネティカリムネティカリムネティカ

Pseudanabaena galeata

プセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナ
ガレアータガレアータガレアータガレアータ

Limnothrix redekei

リムノスリックスリムノスリックスリムノスリックスリムノスリックス
レデケイレデケイレデケイレデケイ

Planktolyngbya limnetica

プランクトリングビアプランクトリングビアプランクトリングビアプランクトリングビア
リムネティカリムネティカリムネティカリムネティカ

Pseudanabaena catenata

プセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナ
カテナータカテナータカテナータカテナータ

Pseudanabaena biceps

プセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナプセウドアナベナ
ビセピスビセピスビセピスビセピス

Limnothrix sp.

リムノスリックスリムノスリックスリムノスリックスリムノスリックス sp.

Jaaginema gracile

ジャージネマジャージネマジャージネマジャージネマ
グラシルグラシルグラシルグラシル

Planktolyngbya contorta

プランクトリングビアプランクトリングビアプランクトリングビアプランクトリングビア
コントルタコントルタコントルタコントルタ

Geitlerinema sp.

ガイトレリニマガイトレリニマガイトレリニマガイトレリニマ sp.



霞ヶ浦(湖心表層)における藍藻の季節変動
藍
藻
現
存
量

（
m

m
3

L
-1
）

藍
藻
組
成

(％
)

2009 20102008

プランクトスリックス
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霞ヶ浦の植物プランクトン群集

光環境光環境光環境光環境,水温水温水温水温
栄養塩栄養塩栄養塩栄養塩
窒素
リン

湖内湖内湖内湖内のののの物理的環境物理的環境物理的環境物理的環境
湖流
滞留時間

植物プランクトンの優占に関わる環境要因

系外系外系外系外へのへのへのへの流出流出流出流出
動物動物動物動物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンによるによるによるによる

捕食捕食捕食捕食

糸状藍藻(ユレモ目) 珪藻

ニッチアキクロテラ

アウラコセイラ

過去過去過去過去のののの研究研究研究研究によりによりによりにより

光環境と窒素制限がユレモ目の増殖を維持させている要因
であることが示唆

Planktothrix suspensa Pseudanabaena galeata



霞ヶ浦におけるユレモ目と生産層の季節変化
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霞ヶ浦(湖心)における藍藻綱フォルミディウム科およびプセウドアナベナ科
のトリコーム密度と光補償深度の時間変化

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

生産層深度 ﾌﾟﾗﾝｸﾄｽﾘｯｸｽの仲間 ﾌﾟｾｳﾄﾞｱﾅﾍﾞﾅの仲間



Planktothrixの可視光における吸収スペクトル

藍藻の光環境に対する適応

フィコエリトリン

1. Planktothrix rubescens

2-4. Planktothrix agardhii

フィコシアニン

他の植物プランクトン



植物プランクトンの鉛直分布のイメージ
植物プランクトン現存量(%)

水
深

植物プランクトン現存量(%)

水
深

植物プランクトン現存量(%)

水
深

植物プランクトンの
鉛直分布がほぼ均一

植物プランクトンが
表層に集積

植物プランクトンが
ある水深に局在

例：浮遊性藍藻優占
時

例：ユレモの仲間例：鉛直混合時

霞ヶ浦は夏季に日成層を形成するが、水深が浅く、頻繁に鉛直混合が起きて
いる湖沼である。
したがって、植物プランクトンの鉛直分布がほぼ均一であると示唆されるが、
近年の霞ヶ浦において植物プランクトン群集の鉛直分布に対する調査・研究は、
ほとんどない。



北浦北浦北浦北浦

西浦西浦西浦西浦

外浪逆浦外浪逆浦外浪逆浦外浪逆浦

霞ヶ浦

� 調査地点：湖心大岩田沖

� 調査期間：2010年8月より実施中

� 測定項目：植物プランクトン現存量と
環境要因の鉛直分布

今年度の目的
光環境が霞ヶ浦の植物プランクトン群集構造
に与えている影響を明らかにすること
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霞ヶ浦(湖心)の植物プランクトンの季節変動

2008年以降の表層植物プランクトンの組成

プランクトスリックス プセウドアナベナ

アウラコセイラ
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湖心における主要な植物プランクトンの鉛直分布
アウラコセイラ

プランクトスリックスプセウドアナベナ
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霞ヶ浦は頻繁に鉛直混合が起きている湖沼であるが、植物プランクトン群集
構造に鉛直的な分布を示すことが明らかとなった。



湖心における4波長放射照度計による測定結果

相対分光放射照度(%)

水
深

(m
)

2010年10月26日の湖心の分光放射照度
(1点における測定値 n = 100)

� 波長442nm, 波長672nm, 

波長554nm, 波長566nm

の順で急速に減少。

透明度

相対照度到達深度相対照度到達深度相対照度到達深度相対照度到達深度

1% 0.1% 0.01%

442 nm 1.0 m 1.6 m 2.1 m

554 nm 2.3 m 3.6 m 4.4 m

566 nm 2.4 m 4.0 m 6.8 m

671 nm 1.7 m 2.9 m 4.0 m
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アウラコセイラ

霞ヶ浦の植物プランクトンの増殖と光環境の影響

Planktothrix suspensa は弱光環境に

おいても適応が可能であり、深層にて
現存量を維持

珪藻などは有光層において発達

最も強い制限要因が光環境である場合、
Planktothrix suspensa の表層優占時は全層において

高い現存量を維持している可能性が示唆

Planktothrix 

suspensa



今後の展開

0.0~1.0mの湖水を採取

透析膜にて隔離

3段階の光強度にて試験

試料採取

光強度

増
殖
速
度

光環境光環境光環境光環境がががが霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン
群集群集群集群集にににに与与与与えるえるえるえる影響試験影響試験影響試験影響試験


